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上田市築城以前の真田氏居館跡。

中世の豪族屋敷の形態を今日に伝えています。

長野県史跡。ツ、ンジの名所として名高い。
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「
東
京
真
田
町
の
会
」
の

よ
り
大
き
な
発
展
を
願
っ
て

会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
第
四
号
を

発
行
す
る
に
当
た
り
、
本
会
の
発
展

会

　

長

　

小

林

孝

雄

の
た
め
に
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
真

田
町
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
会
員
の
皆

さ
ん
に
先
ず
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。「

東
京
真
田
町
の
会
」
第
四
回
給

金
は
、
去
る
六
月
二
十
三
日
　
（
日
）

上
野
池
之
端
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

した。今
回
は
、
真
田
町
か
ら
は
若
林
町

長
ほ
か
幹
部
の
皆
様
、
新
し
く
選
出

さ
れ
た
議
会
か
ら
は
山
宮
議
長
ほ
か

議
長
の
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
得
、

文
字
ど
お
り
〝
ふ
る
さ
と
〟
を
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
二
十
六
日
（
土
）
、
二

十
七
日
　
（
日
）
　
の
二
日
間
に
一
旦
り
第

二
回
ふ
る
さ
と
訪
問
を
実
施
し
、
深

ま
り
行
く
秋
を
満
喫
す
る
と
と
も
に
、

真
田
町
の
発
展
や
未
来
構
想
に
つ
い

て
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
心

強
く
感
じ
ま
し
た
。
お
世
話
下
さ
っ

た
関
係
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

本
会
は
ふ
る
さ
と
を
同
じ
く
す
る

者
の
集
い
で
あ
り
、
会
員
相
互
の
親

睦
、
ふ
る
さ
と
と
の
交
流
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
総
会
や

ふ
る
さ
と
訪
問
に
は
積
極
的
に
参
加

し
、
お
互
い
の
親
睦
と
ふ
る
さ
と
と

の
交
流
を
深
め
る
機
会
と
し
て
頂
き

た
い
と
願
う
次
第
で
す
。

一
九
九
八
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
が
長
野
に
決
定
し
て
か
ら
、

そ
の
準
備
に
向
け
て
長
野
は
大
き
く

変
貌
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世

界
の
人
々
の
長
野
に
対
す
る
関
心
も

強
く
、
真
田
町
も
そ
の
動
き
と
と
も

に
国
際
化
に
向
け
て
種
々
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

私
共
も
絶
え
ず
真
田
町
と
の
連
携
を

密
に
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
は

勿
論
の
こ
と
、
真
田
町
の
発
展
に
心

か
ら
の
支
援
を
い
た
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
何
卒
引
き
続

き
本
会
の
よ
り
大
き
な
発
展
の
た
め

に
ご
協
力
と
ご
鞭
操
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

期
待
さ
れ
る町

づ
く
り
の
使
命
を

東
京
真
田
町
の
会
が
発
足
し
て
早

く
も
四
年
に
な
り
ま
す
。
私
も
平
成

元
年
五
月
二
十
一
日
の
町
長
就
任
以

来
、
早
や
二
年
六
月
に
な
り
、
歳
月

の
過
ぎ
去
る
早
さ
に
今
更
な
が
ら
驚

い
て
お
り
ま
す
。

平
成
三
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
が
、
去
る
六
月
二
十
三
日
に

開
催
さ
れ
た
第
四
回
東
京
真
田
町
の

合
捻
会
は
、
大
勢
の
皆
様
の
ご
出
席

に
よ
り
、
盛
大
か
つ
意
義
あ
る
会
で

真
田
町
長
　
若
林
康
朗

あ
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
小
林
孝
雄
会

長
様
は
じ
め
理
事
役
員
の
皆
様
の
御

高
配
に
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
皆
様
と
の
交
流
の
折
に

御
指
導
賜
り
ま
し
た
郷
土
へ
の
御
提

言
を
念
頭
に
、
町
振
興
の
具
体
化
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
一
九
九
八
年
の

冬
季
五
輪
の
長
野
開
催
が
決
ま
り
、

新
幹
線
、
高
速
自
動
車
道
な
ど
、
高

速
交
通
網
の
整
備
促
進
に
弾
み
が
つ

き
、
真
田
町
の
将
来
像
も
大
き
く
様

変
り
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

真
田
町
は
、
地
方
自
治
行
政
に
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
「
誇
り
と
愛
着

の
持
て
る
地
域
づ
く
り
」
、
「
福
祉
の

充
実
」
、
「
快
適
な
環
境
づ
く
り
」
等

を
目
指
し
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
真
田
氏
発
祥
の

郷
土
と
し
て
の
文
化
遺
産
の
整
備
で

は
、
本
原
の
「
御
屋
敷
」
に
隣
接
し

て
、
「
歴
史
館
」
「
戟
国
館
」
を
十
二

月
一
日
に
開
館
。
更
に
こ
の
一
帯
の
、

親
水
・
つ
つ
じ
公
園
化
を
継
続
事
業

で
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
「
ふ

れ
あ
い
福
祉
健
康
ゾ
ー
ン
」
　
の
施
設

と
し
て
、
平
成
四
年
度
に
、
役
場
の

東
側
に
あ
る
山
村
広
場
北
側
一
帯
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
（
六
十
床
）
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
通
年
の
温
水

プ
ー
ル
、
ふ
れ
あ
い
の
温
泉
浴
場
を

建
設
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
ボ
ー
リ
ン
グ
済
の
温
泉
権
一

切
を
町
で
取
得
し
ま
し
た
。
こ
の
温

泉
は
泉
温
が
三
十
六
～
三
十
九
度
。

無
色
澄
明
、
単
純
泉
で
、
毎
分
四
百

リ
ッ
タ
ー
湧
出
し
て
お
り
、
温
水

プ
ー
ル
に
も
適
し
た
泉
質
で
あ
り
ま

す。
生
活
環
境
整
備
で
は
、
平
成
二
年

に
「
真
田
町
の
水
処
理
基
本
方
針
」

を
示
し
、
向
こ
う
十
カ
年
で
全
町
水

洗
ト
イ
レ
化
を
計
る
た
め
に
、
特
定

環
境
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

事
業
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
事
業
と

も
同
額
の
工
事
費
、
維
持
管
理
費
負

担
と
な
る
よ
う
配
慮
し
、
事
業
の
促

進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
優

良
な
宅
地
造
成
、
分
譲
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
若
者
の
人
口
増
も

図
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
本
原
の

下
原
地
籍
を
中
心
に
五
十
九
区
画
を

分
譲
し
、
大
変
な
好
評
を
博
し
ま
し

た。

今
年
は
台
風
の
多
い
年
で
心
配
の

連
続
で
し
た
が
、
一
部
に
り
ん
ご
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
も
の
の
、
捻
じ

て
農
業
生
産
物
は
順
調
で
あ
り
ま
し

た
。
真
田
町
第
三
次
長
期
振
興
計
画

も
、
前
期
の
五
力
年
計
画
が
平
成
四

年
度
ま
で
で
、
現
在
、
平
成
五
年
度

か
ら
の
後
期
五
カ
年
の
基
本
計
画
の

策
定
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

は
そ
の
た
め
に
、
五
月
か
ら
十
一
月

に
か
け
て
、
全
町
三
十
三
の
公
民
館

等
の
会
場
で
、
町
政
懇
談
会
「
町
長

を
囲
ん
で
」
を
開
い
た
り
、
各
種
団

体
と
の
話
し
合
い
を
実
施
し
、
率
直

な
御
意
見
や
提
言
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
十
分

に
分
析
し
、
決
断
と
実
行
を
モ
ッ

ト
ー
に
町
政
に
努
め
る
と
と
も
に
、

郷
土
出
身
の
皆
様
か
ら
も
期
待
さ
れ

る
町
づ
く
り
を
果
た
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
愈
々
の
御
健

勝
と
御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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学
校
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
筆
を
執

り
な
が
ら
六
月
二
十
三
日
の
第
四
回

総
会
に
想
い
を
馳
せ
、
感
動
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
真
田
町
の
学
校
教
育
に

つ
い
て
そ
の
一
端
を
記
し
ま
す
。

（
傍
陽
小
学
校
の
大
規
模
改
造
）

傍
陽
小
学
校
は
昭
和
四
十
二
年
に

改
築
。
当
時
と
し
て
は
真
田
町
で
は

教

育

長

　

松

尾

一

久

他
の
小
学
校
に
誇
る
近
代
的
な
モ
ダ

ン
な
校
舎
で
し
た
。
し
か
し
、
二
十

余
年
の
歳
月
を
経
過
し
た
今
日
で
は
、

内
外
の
老
朽
化
が
進
み
、
昨
年
度
か

ら
本
年
度
に
か
け
て
大
規
模
改
造
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
屋
根
、
窓
及
び
外
壁
を

中
心
に
し
た
外
構
工
事
を
実
施
。
屋

根
は
現
に
あ
る
屋
根
の
上
に
南
面
片

流
れ
式
の
屋
根
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

又
、
窓
も
鉄
枠
か
ら
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

に
替
え
、
外
壁
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
補
修

を
し
、
校
舎
外
部
の
全
面
的
な
塗
り

替
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
内
部
構
造
、
床
及
び
設

備
工
事
を
主
に
実
施
。
内
部
構
造
で

は
天
井
、
壁
の
補
修
塗
り
替
え
。
校

長
圭
は
じ
め
事
務
室
、
職
長
室
の
拡

張
改
造
や
、
昇
降
口
の
改
造
。
二
階

の
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
を
教
材
室

と
ベ
ラ
ン
ダ
へ
の
通
路
と
し
て
改
造
。

床
改
造
は
校
舎
内
の
床
の
張
り
替
え
、

設
備
面
で
は
防
火
設
備
を
は
じ
め
と

し
、
家
庭
科
室
の
配
管
な
ど
。
事
業

費
は
総
額
一
億
二
千
五
百
万
円
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

内
外
に
亘
る
大
規
模
改
造
に
よ
り
、

校
舎
は
機
能
的
に
も
、
学
習
環
境
や

美
観
上
か
ら
も
面
目
を
一
新
し
ま
し

た。
（
町
内
小
・
中
学
校
教
育
の
概
況
）

各
校
の
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色

あ
る
教
育
活
動
の
二
⊥
二
を
紹
介
し

ま
す
。励

小
判
樹
　
①
地
域
に
学
ぶ
ふ
る

さ
と
学
習
。
全
校
週
一
時
間
を
あ
て
、

五
年
生
で
は
地
域
の
石
仏
の
調
査
や

社
寺
の
調
査
、
六
年
生
で
は
真
田
の

昔
や
民
話
調
べ
な
ど
。
②
自
問
清
掃
。

「
内
に
自
ら
の
尺
度
を
築
か
せ
る
」

自
ら
が
気
づ
い
て
〝
よ
し
や
ろ
う
〟

と
思
っ
て
清
掃
に
取
り
組
む
指
導
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

傍
観
小
判
矧
　
①
環
境
美
化
に
力

を
入
れ
、
無
言
清
掃
へ
の
取
り
組
み
、

又
、
一
人
一
プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
花

の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
②
か
り

が
ね
学
園
と
の
交
流
～
自
分
た
ち
で

栽
培
、
収
穫
し
た
餅
米
で
餅
を
つ
き
、

か
り
が
ね
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
て
い

ま
す
。副

凰
小
笥
硯
　
①
全
校
烏
帽
子
登

山
の
実
施
。
②
環
境
美
化
教
育
の
徹

底
～
空
か
ん
、
ゴ
ミ
拾
い
と
登
校
時
、

通
学
路
に
落
ち
て
い
る
も
の
を
拾
い

集
め
た
り
、
特
設
時
間
に
史
蹟
「
お

屋
敷
」
　
の
清
掃
な
ど
を
実
施
し
、
地

域
環
境
の
美
化
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

習
事
項
」
．
副
判
樹
　
①
「
校
枝
ス

キ
ー
」
と
し
て
ス
キ
ー
を
取
り
入
れ
、

ス
キ
1
愛
好
心
、
心
身
の
鍛
練
、
ス

キ
ー
技
術
の
習
得
に
は
げ
ん
で
い
ま

す
。
昭
和
六
十
三
年
に
は
県
ス
キ
ー

連
盟
か
ら
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
強
化
指
定
校
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

②
児
童
会
や
各
学
級
で
は
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
ダ
イ
コ
ン
、
と
う
も
ろ
こ
し

づ
く
り
な
ど
の
勤
労
生
産
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

萄
剰
笥
硯
　
①
高
い
価
値
に
ふ

れ
さ
せ
る
た
め
、
広
く
一
般
か
ら
講

師
を
招
い
て
全
校
講
話
　
（
年
十
回
）

実
施
し
た
り
、
土
に
親
し
み
自
然
に

学
ぶ
勤
労
生
産
学
習
や
、
地
域
に
学

ぶ
職
業
体
験
学
習
の
実
施
。
②
学
力

向
上
へ
の
試
み
と
し
て
一
斉
考
査
や

習
熟
度
別
学
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

終
り
に
、
東
京
真
田
町
の
合
の

益
々
ご
発
展
、
会
長
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

真
田
町
か
ら
御
報
告

町
議
会
議
長
　
山
宮
袈
裟
茂

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
、
益
々

御
壮
健
の
事
と
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

第
四
回
総
合
に
は
、
大
勢
で
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
小
林
会
長
さ
ん
を
始
め
役
員
の

皆
様
方
に
は
、
大
変
御
苦
労
を
頂
い

て
お
る
も
の
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。
こ
う
し
て
回
を

重
ね
る
度
に
、
又
新
し
い
同
郷
の

方
々
と
語
り
合
え
る
喜
び
も
増
え
て

参
り
ま
し
た
。

さ
て
、
当
町
の
近
況
に
つ
い
て
御

報
告
致
し
ま
す
。
す
で
に
皆
様
御
承

知
の
と
お
り
、
昭
和
四
十
五
年
に
全

国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
が
公
布
さ
れ

て
か
ら
実
に
二
十
一
年
、
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
長
野
開
催
決
定
に
と
も

な
い
よ
う
や
く
日
の
目
を
見
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
叉
高
速
道
も
、
地

元
説
明
会
、
環
境
ア
セ
ス
対
策
等
、

設
計
協
議
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
議
会
も
こ
れ

に
関
連
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
対
策
等
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
対
応
を
求
め

ら
れ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

過
日
、
欧
州
三
ヶ
国
を
視
察
す
る

機
会
を
得
ま
し
て
、
九
月
三
十
日
成

田
を
出
発
致
し
ま
し
た
。
途
中
ロ
ン

ド
ン
で
乗
り
換
、
え
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ

ル
セ
ロ
ナ
へ
。
古
い
街
並
や
、
来
年

七
月
に
開
か
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会

場
、
十
万
人
以
上
の
観
客
を
収
容
す

る
ス
タ
ジ
ア
ム
を
見
学
。
又
新
装

な
っ
た
円
型
の
室
内
競
技
場
や
、
広

い
丘
を
活
用
し
た
駐
車
場
、
そ
の
他

の
付
属
建
物
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

五
日
は
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
、
ラ
グ
ビ
ー

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
日
本
対
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
戦
を
見
学
。
七
日
は

ロ
ー
マ
に
渡
り
、
千
八
百
年
の
年
月

に
耐
え
た
バ
チ
カ
ン
の
円
型
の
建
物

を
視
察
。
鉄
筋
造
り
だ
と
聞
き
、
そ

の
時
代
の
工
学
技
術
の
知
識
に
驚
嘆

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
去
る
十
月
二
十
五
日
の
臨

時
議
会
に
於
て
、
東
太
郎
山
に
業
者

が
掘
削
し
た
温
泉
の
権
利
を
取
得
し
、

同
日
契
約
致
し
ま
し
た
。
町
民
プ
ー

ル
、
町
民
共
同
浴
場
の
源
泉
と
し
て
、

有
効
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待

致
し
て
お
る
次
第
で
す
。

終
り
に
、
東
京
真
田
町
の
合
の
皆

様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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東
京
真
田
町
の
会
で
は
、
今
年
六

月
二
十
三
日
　
（
日
）
　
正
午
よ
り
、
池

之
端
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
第
四

回
稔
会
並
び
に
懇
親
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
状
況
に
つ
い

て
、
ご
都
合
に
よ
り
出
席
さ
れ
な

か
っ
た
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
当
日
、
ふ
る
さ
と
真
田
町
か
ら
は

若
林
康
朗
町
長
さ
ん
は
じ
め
、
三
井

和
夫
助
役
さ
ん
、
宮
島
恵
二
収
入
役

さ
ん
、
松
尾
一
久
教
育
長
さ
ん
と
関

係
役
職
員
十
二
名
、
山
宮
袈
裟
茂
町

議
会
議
長
、
正
木
清
郎
町
議
会
副
議

長
と
議
会
議
員
十
四
名
、
横
沢
一
塁

区
長
会
長
、
婦
人
会
長
な
ど
、
四
十

名
の
方
々
が
バ
ス
で
午
前
十
時
半
ご

ろ
に
は
会
場
へ
お
着
き
に
な
り
ま
し

た。
来
賓
は
、
長
野
県
人
会
連
合
会
の

矢
島
副
会
長
　
（
上
田
市
出
身
）
　
の
出

席
を
頂
き
ま
し
た
。
会
員
は
二
百
八

名
が
出
席
し
、
正
午
す
こ
し
過
ぎ
に

会
場
に
入
っ
て
頂
き
、
横
沢
清
人
理

事
の
司
会
で
全
長
が
起
立
し
て
『
信

濃
の
国
』
を
斉
唱
し
て
か
ら
総
会
に

入る。

「
東
京
真
田
町
の
会
」

小
林
会
長
の
挨
拶
で
、
小
雨
降
る

中
、
遠
路
ふ
る
さ
と
真
田
町
か
ら
町

長
き
ん
を
は
じ
め
大
勢
の
方
の
ご
出

席
を
頂
い
た
御
礼
の
こ
と
ば
を
申
し

述
べ
ま
し
た
。

発
会
当
時
は
五
百
二
十
余
名
で

あ
っ
た
会
長
も
、
今
で
は
六
百
名
を

越
し
て
い
ま
す
。
そ
の
三
分
の
一
に

当
た
る
二
百
余
名
の
方
々
が
出
席
さ

れ
、
一
同
に
会
し
て
ふ
る
さ
と
を
語

り
合
う
こ
と
は
私
達
に
許
さ
れ
た
特

権
で
あ
る
。

昨
年
青
年
部
を
設
立
す
る
予
定
で

し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
ま
し

て
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
年
は
こ
れ
を
青
壮
年
部

と
し
初
代
の
部
長
に
山
口
元
彦
理
事

に
就
任
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
会

の
組
織
発
展
と
拡
大
化
に
つ
と
め
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
云
々
。

真
田
町
の
若
林
町
長
さ
ん
は
、

一

、

ふ

る

さ

と

の

自

信

と

誇

り

を

持
っ
て
町
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
る
。

一
、
一
九
九
八
年
の
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
長
野
に
決
定
し
た
。
其
田

町
も
直
接
、
間
接
的
に
も
関
係
が
あ

る。一
、
第
八
回
莫
田
町
青
少
年
育
成
町

民
大
会
に
山
口
元
彦
弁
護
士
　
（
当
会

理
事
）
　
が
講
演
さ
れ
た
謝
礼
の
こ
と

ば
、
「
百
の
理
論
よ
り
も
一
つ
の
行

動
」
。
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
。
ゴ
ミ
戦

争
の
問
題
。
菅
平
の
登
山
鉄
道
も
今

朝
の
「
信
毎
」
に
環
境
庁
政
令
改
正

で
閣
議
の
決
定
を
待
つ
だ
け
と
な
っ

た
な
ど
、
真
田
町
の
現
況
行
政
に
つ

い
て
暮
ら
し
良
い
町
づ
く
り
に
努
力

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お
述
べ

に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
稔
会
の

議
事
に
入
り
、
会
則
の
九
条
に
よ
り

小
林
会
長
が
議
長
に
な
り
、

一
、
平
成
二
年
度
会
務
報
告
を
清
水

副
会
長
。

一
、
平
成
二
年
度
会
計
報
告
を
三
井

会
計
理
事
。

一
、
監
査
報
告
を
塩
沢
監
査
理
事
が

行
い
、
審
議
の
結
果
、
意
義
な
し

の
賛
成
で
可
決
。

一
、
平
成
三
年
度
事
業
計
画
　
（
案
）

を
上
原
理
事
が
発
表
。
そ
の
議
案

は、
H
、
会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
第
四
号

の
発
行
。

口
、
ふ
る
さ
と
訪
問
の
実
施
。
十
月

二
十
六
日
、
二
十
七
日
。
り
ん
ご

狩
り
　
（
収
穫
体
験
）
。

臼
、
ふ
る
さ
と
特
産
品
の
宅
配
。

佃
、
青
壮
年
部
の
設
置
と
各
種
行
事

の
実
施
。

㈲
、
真
田
町
と
の
交
流
促
進
の
た
め
、

各
種
文
化
行
事
の
実
施
。

囲
、
そ
の
他
。

回
国
萬
自
由
圏
厄
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と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
度
予
算
（
案
）
。
真
田
町

か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
塚
田
会
計
理

事
が
報
告
。
議
長
が
審
議
を
提
出
。

賛
成
の
相
手
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

約
十
分
間
ほ
ど
休
憩
し
て
か
ら
懇

親
会
の
第
一
部
が
荒
木
副
会
長
の
司

会
で
は
じ
ま
り
、
小
林
会
長
の
歓
迎

の
挨
拶
の
の
ち
司
会
者
が
真
田
町
か

ら
出
席
さ
れ
た
各
来
賓
者
を
お
一
人

ず
つ
ご
紹
介
し
、
来
賓
祝
辞
は
山
宮

町
議
会
議
長
で
、
ふ
る
さ
と
で
手
に

豆
を
作
り
農
業
を
し
た
お
話
や
、
軍

隊
当
時
、
北
支
　
（
中
国
）
　
で
同
じ
釜

の
め
し
を
食
べ
た
戦
友
の
竹
重
出
身

の
神
林
公
三
郎
さ
ん
と
こ
こ
で
四
十

三
年
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
の
も
、
今

日
東
京
真
田
町
の
会
の
ご
招
待
に

預
か
っ
た
か
ら
だ
…
…
。
皆
さ
ん
の

思
い
出
多
い
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
大

切
に
し
、
二
十
一
世
紀
の
町
づ
く
り

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
と
結
ば
れ
ま

し
た
。

も
う
一
方
の
祝
辞
は
長
野
県
人
会

連
合
会
矢
島
副
会
長
で
、
東
京
に
は

今
、
長
野
県
人
が
六
十
万
人
か
ら
七

十
万
人
が
居
住
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

連
合
会
も
毎
年
十
月
に
は
日
比
谷
公

会
堂
で
総
会
を
開
く
。
い
つ
も
参
加

者
は
二
千
人
以
下
と
い
う
事
は
な
い
。

私
も
信
州
上
田
の
城
址
、
大
屋
出
身

で
す
。
真
田
町
の
会
の
発
展
を
祈
る
。

と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
後
、
羽
田
孜
先
生
、
井
出
正

一
先
生
と
、
長
野
県
東
京
事
務
所
長

の
西
村
直
吉
様
か
ら
の
祝
電
の
披
露

が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
部
に
入
っ
て
司
会
者
は
塚
田

会
計
理
事
と
小
林
正
子
理
事
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
、
会
員
代
表
と
し
て
傍

陽
中
横
道
出
身
の
半
田
幸
弘
氏
の
乾

杯
音
頭
で
懇
親
会
の
宴
会
と
な
る
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
父
親
が
、

真
田
町
三
島
平
出
身
の
新
人
演
歌
歌

手
、
真
田
美
和
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
、

↓
男
の
酒
蔵
」
「
阿
波
の
恋
ま
つ
り
」

の
他
、
「
一
円
玉
の
旅
が
ら
す
」
な
ど

三
曲
ず
つ
二
回
。
そ
の
間
に
　
「
名
詩

を
う
た
う
会
」
会
長
、
佐
藤
光
妙
さ

ん
の
詩
吟
、
万
葉
集
よ
り
『
東
歌
（
あ

．
ず
ま
う
た
）
』
　
「
信
濃
な
る
千
曲
の
川

の
細
石
も
、
君
し
踏
み
て
ば
玉
と
拾

は
む
」
　
と
真
田
節
　
（
佐
久
間
象
山
、

恩
田
木
工
両
先
生
の
短
歌
入
り
）
　
を

佐
藤
さ
ん
が
用
意
く
だ
さ
っ
た
。
和

歌
と
歌
謡
吟
詠
集
に
よ
り
全
員
で
そ

の
真
田
節
を
大
合
唱
し
た
後
、
真
田

美
和
さ
ん
の
歌
を
三
曲
お
聞
き
し
ま

した。

今
度
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
な
り
、

若
林
町
長
さ
ん
の
美
声
の
喉
を
二
曲

ほ
ど
拝
聴
し
て
か
ら
、
有
志
の
方
の

カ
ラ
オ
ケ
と
な
る
。
歌
い
終
り
、
司

会
者
か
ら
貴
品
を
受
け
取
り
、
席
に

戻
る
。
時
の
経
つ
の
も
つ
い
忘
れ
、

午
後
三
時
二
十
分
こ
ろ
、
佐
藤
さ
ん

の
前
場
で
「
ふ
る
さ
と
」
″
兎
追
い
し

か
の
山
〟
を
全
長
輪
に
な
っ
て
大
合

唱
し
て
か
ら
、
田
中
恒
夫
理
事
の
万

歳
三
唱
し
た
と
こ
ろ
、
真
田
町
の
宮

島
収
入
役
さ
ん
の
返
礼
の
万
歳
三
唱

を
頂
き
、
関
谷
理
事
の
閉
会
の
こ
と

ば
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

会
員
は
真
田
町
か
ら
の
心
尽
く
し

の
お
土
産
　
（
凍
ど
う
ふ
）
　
を
頂
い
て
、

再
会
を
的
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

来
年
の
総
会
は
九
月
二
十
七
日
（
日
）

で
、
今
年
と
同
じ
池
之
端
文
化
セ
ン

タ
ー
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。（

副
）
　
清
水
清
暗
記



日　本　ダ　ボ　ス　　第4号（平成3年12月発行）

・懇親会で挨拶に立つ若林町長

6

心
満
ち
た
「
ふ
る
さ
と
訪
問
」

塩
崎
武
男
（
大
畑
出
身
）

今
年
も
「
東
京
真
田
町
の
会
」
会

則
に
の
っ
と
り
、
真
田
町
企
画
課
と

の
連
係
の
も
と
に
、
第
二
回
ふ
る
さ

と
訪
問
が
十
月
二
十
六
日
、
二
十
七

日
に
実
施
さ
れ
た
。

定
員
三
十
名
に
限
定
さ
れ
お
れ
ば
、

二
回
目
の
私
は
除
外
さ
れ
る
の
を
覚

悟
で
申
し
込
み
、
受
理
さ
れ
て
上
野

駅
に
集
合
せ
ば
、
意
外
に
も
参
加
者

は
女
性
二
名
を
含
む
総
勢
十
四
名
で

あ
っ
た
。
皆
顔
な
じ
み
の
昨
年
の
メ

ン
バ
ー
だ
っ
た
の
で
、
和
気
話
語
、

紳
飲
み
物
、
弁
当
の
配
布
あ
り
て
、
談

笑
の
中
に
上
田
駅
。
出
迎
え
の
バ
ス

に
て
信
綱
寺
、
緑
地
公
園
、
真
田
民

本
城
跡
へ
。
こ
こ
は
初
め
て
の
見
学

だ
。
険
し
い
山
頂
よ
り
真
田
町
の
集

落
は
一
望
で
き
た
。
戦
国
時
代
を
偲

び
つ
つ
、
こ
れ
よ
り
菅
平
の
宿
舎
に

向
う
。
道
路
工
事
の
た
め
迂
回
せ
ば
、

晩
秋
の
紅
葉
の
自
然
を
観
賞
し
っ
つ

約
一
時
間
に
て
四
阿
高
原
ホ
テ
ル
に

到
着
。
明
る
く
広
い
ロ
ビ
ー
に
て
一

同
記
念
撮
影
。
す
で
に
部
屋
割
り
も

で
き
て
お
り
、
指
定
の
号
室
へ
。
私

は
小
林
会
長
と
同
室
。
往
年
の
修
学

旅
行
並
み
の
宿
泊
と
は
雲
泥
の
差
。

一
室
二
名
、
六
畳
の
和
室
を
完
備
し

た
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
は
快
適
。
展
望
素

晴
ら
し
き
大
浴
場
も
華
南
。
十
七
時

三
十
分
か
ら
和
室
で
の
懇
親
会
。
町

長
の
歓
迎
の
ご
挨
拶
、
所
信
表
明
で

千
古
温
泉
取
得
の
報
告
あ
り
。
摂
氏

三
十
七
度
、
毎
分
四
百
リ
ッ
ト
ル
湧

出
す
る
温
泉
を
一
億
三
千
万
円
で
町

が
権
利
を
取
得
し
、
こ
れ
を
約
千
九

百
メ
ー
ト
ル
引
湯
し
て
、
庁
舎
付
近

に
温
泉
施
設
と
し
て
町
民
の
福
祉
に

利
用
予
定
。
特
に
老
人
福
祉
の
構
想

は
心
強
ぐ
印
象
に
残
っ
た
。
小
林
会

長
の
謝
辞
あ
り
て
懇
親
会
と
な
る
。

役
場
職
員
を
含
む
二
十
名
の
宴
会
は

盛
り
上
が
り
、
す
っ
か
り
美
酒
と

ム
ー
ド
に
酔
い
、
音
痴
を
省
み
ず
カ

ラ
オ
ケ
の
ト
ッ
プ
を
切
り
前
座
を
つ

と
め
れ
ば
、
以
後
は
真
打
ち
続
々
と

マ
イ
ク
は
休
み
な
く
渡
さ
れ
て
の
大

盛
況
。
時
間
と
飲
み
物
は
大
幅
に
延

長
超
過
し
た
。

二
日
R
『

眠
い
目
で
窓
を
開
け
れ
ば
、
音
も

無
く
雨
だ
。
三
方
展
望
の
利
く
食
堂

で
雄
大
の
紅
葉
樹
海
を
眺
め
つ
つ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
演
奏
に
よ
る
ピ
ア

ノ
曲
を
バ
ッ
ク
に
朝
食
。
静
か
で

あ
っ
た
割
に
宿
泊
客
の
多
い
の
に
驚

く
。
続
々
と
食
堂
に
集
ま
っ
て
来
る
。

特
に
若
者
が
目
立
つ
。
九
時
十
五
分

出
発
。
谷
間
の
紅
葉
に
又
も
感
嘆
し

つ
つ
、
帰
り
は
迂
回
せ
ず
、
渋
沢
経

由
で
文
化
会
館
に
て
開
催
中
の
郷
土

出
身
の
農
民
工
芸
家
、
故
武
捨
一
久

氏
の
遺
作
展
他
観
賞
。
こ
れ
よ
り
竹

重
で
リ
ン
ゴ
狩
り
な
る
も
雨
の
た
め

予
定
変
更
。
集
落
探
訪
見
学
と
な
る
。

林
檎
園
、
撰
果
場
、
お
屋
敷
の
改
修

工
事
、
史
料
館
建
築
の
説
明
を
車
中

で
拝
聴
し
っ
つ
、
躍
進
著
し
き
団
地

に
向
う
。
保
育
園
、
町
原
団
地
。
こ

こ
は
数
年
前
造
成
分
譲
さ
れ
、
す
で

に
居
住
済
み
。
続
い
て
出
早
雄
団
地

見
学
。
き
れ
い
に
造
成
さ
れ
た
分
譲

地
は
上
田
市
内
を
一
望
で
き
る
高
台
。

高
級
住
宅
地
が
五
十
区
画
あ
り
、
給

排
水
完
備
。
一
区
画
は
百
坪
以
上
。

坪
単
価
十
三
万
円
と
か
　
（
思
わ
ず
我

が
家
と
比
較
し
、
垂
挺
）
。
完
売
で
取

得
者
は
殆
ど
外
部
で
占
め
、
地
元
は

三
割
位
の
取
得
で
、
か
つ
て
は
人
口

の
一
番
少
な
か
っ
た
本
原
地
区
が
最

近
急
増
し
一
番
多
く
な
り
、
傍
陽
地

区
が
過
疎
傾
向
と
か
。
こ
の
時
傍
陽

地
区
の
案
内
の
要
望
あ
り
。
時
間
的

に
曲
尾
区
ま
で
の
巡
回
と
な
る
。
雨

も
小
止
み
と
な
っ
て
く
る
。
沿
道
の

水
田
に
は
未
だ
脱
穀
も
で
き
ず
稲
架

に
掛
か
っ
た
ま
ま
の
稲
。
茎
も
穂
も

秋
の
長
雨
で
黒
く
変
色
の
惨
状
。
農

家
の
深
刻
な
嘆
息
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
だ
。
昨
夜
町
長
ご
満
悦
の
温
泉

発
掘
地
点
に
近
付
く
。
車
中
で
課
長

よ
り
温
泉
法
を
聞
き
勉
強
に
な
っ
た
。

間
も
な
く
落
合
橋
。
そ
の
傍
の
落
合

の
湯
は
、
当
時
　
（
終
戦
前
）
　
ま
で
は

同
級
会
、
壮
行
会
等
に
利
用
し
た
思

い
出
話
も
出
た
が
、
今
や
廃
屋
と
な

り
原
型
を
留
め
お
く
惨
状
は
、
真
田

駅
舎
と
も
併
せ
て
今
昔
の
感
に
う
た

る
。
聴
て
そ
の
昔
殿
賑
を
極
め
た
東

北
町
に
進
行
途
端
、
カ
フ
ェ
ー
「
ス

ミ
レ
」
を
思
い
出
し
た
人
も
い
た
。

繭
糸
会
社
の
廃
業
や
バ
イ
パ
ス
開
通

に
よ
り
、
昔
日
の
面
影
な
し
。
数
分

に
し
て
真
田
氏
記
念
公
園
内
の
食
事

処
「
し
ん
り
ん
」
　
に
到
着
。
備
酒
な

建
物
、
明
る
い
和
室
で
の
お
別
れ
の

昼
食
。
さ
す
が
に
一
同
、
酒
は
疲
れ

た
よ
う
だ
。
休
憩
中
、
昔
な
じ
み
の

御
婦
人
突
然
の
訪
問
あ
り
。
奇
跡
の

避
逼
。
こ
れ
も
会
の
旅
の
恩
恵
か
。

今
回
は
「
明
と
暗
」
を
体
験
し
、
「
そ

こ
が
知
り
た
い
」
　
の
一
端
を
覗
き
、

収
穫
大
で
あ
っ
た
。

両
手
に
抱
え
き
れ
な
い
お
土
産
と

形
に
表
れ
な
い
お
土
産
は
胸
一
杯
に

心
満
ち
た
「
ふ
る
さ
と
訪
問
」
で
あ
っ

た
。
二
日
に
亘
り
雨
の
中
、
献
身
的

に
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
役
場
職
貞

諸
氏
、
運
転
手
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ふ
る
さ
と
訪
問
を
終
え
て

清
水
清
晴
（
中
横
道
出
身
）

東
京
真
田
町
の
会
で
は
、
第
二
回

ふ
る
さ
と
訪
問
を
十
月
二
十
六
日
と

二
十
七
日
　
（
日
）
　
に
お
こ
な
い
ま
し

た。

二
十
六
日
十
四
時
三
十
分
、
I
R

上
田
駅
に
集
合
（
あ
さ
ま
十
七
号
は

十
四
時
十
七
分
上
田
駅
着
）
、
真
田
町

企
画
課
、
渡
辺
課
長
補
佐
、
小
林
係

長
、
滝
沢
さ
ん
と
紅
一
点
の
横
沢
さ

ん
の
お
出
迎
え
を
頂
き
ま
し
た
。
役

場
で
ご
用
意
下
さ
っ
た
バ
ス
に
乗
せ

て
い
た
だ
き
、
役
場
で
は
先
に
御
殿

場
よ
り
参
加
さ
れ
た
方
と
合
流
、
信

綱
寺
お
よ
び
、
古
城
緑
地
公
園
の
見

学
に
向
か
い
ま
し
た
。

四
方
の
山
々
は
、
紅
葉
に
少
し
早

い
気
配
、
信
綱
寺
の
門
は
今
新
築
中

で
、
稔
工
費
一
億
数
千
万
円
と
か
と

聞
く
が
す
ご
い
門
で
す
。
鐘
楼
と
は

違
う
よ
う
で
す
が
、
素
晴
ら
し
い
彫

刻
に
囲
ま
れ
た
二
階
建
て
の
門
、
ま

た
、
信
綱
寺
に
昨
年
出
来
上
が
っ
た

檀
家
の
位
牌
堂
、
各
部
落
ご
と
に
整

然
と
並
べ
ら
れ
た
ご
先
祖
様
の
お
位

牌
は
厳
粛
、
荘
厳
そ
の
も
の
で
す
。

公
園
、
売
店
な
ど
約
一
時
間
の
見
学

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
次
の
見
学
地

で
あ
る
真
田
本
城
へ
向
か
い
ま
し
た
。

真
田
本
城
へ
は
途
中
ま
で
バ
ス
に

て
登
り
、
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
徒
歩

で
城
跡
に
着
い
た
。
眼
下
に
見
下
ろ

す
真
田
町
の
風
景
は
今
で
も
こ
の
老

眼
に
焼
き
つ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

は
県
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
、
昔
の
真
田
十
勇
士
の
足

跡
を
こ
の
足
で
踏
む
の
か
と
思
う
と

な
ん
と
な
く
お
そ
れ
多
い
感
じ
が
し

ま
す
。
こ
の
両
脇
の
山
に
は
、
ア
ケ

ビ
の
蔓
、
山
葡
萄
の
葺
や
ホ
ッ
プ
の

芙
　
（
ビ
ー
ル
の
元
）
　
な
ど
山
の
道
で

な
い
と
見
ら
れ
な
い
光
景
で
あ
り
ま

し
た
。
見
学
が
お
わ
り
、
道
の
両
側

に
た
わ
わ
と
実
っ
た
リ
ン
ゴ
の
木
を

眺
め
て
宿
舎
四
阿
高
原
ホ
テ
ル
に
向

か
い
ま
し
た
。
道
路
工
事
の
た
め
菅

平
を
経
由
し
て
、
標
高
一
千
五
百
米

の
高
原
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
。

こ
こ
で
、
信
州
・
真
田
あ
ず
ま
や

温
泉
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
借
り
る
と

四
季
と
語
ら
う
歴
史
の
里
、
心
に
し

み
る
風
景
、
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
上

信
越
高
原
国
立
公
園
に
位
置
す
る
四

阿
山
と
そ
の
裾
野
に
広
が
る
広
大
な

菅
平
の
草
原
が
控
え
、
南
に
浅
間
山
、

西
に
北
ア
ル
プ
ス
と
い
う
一
大
パ
ノ

ラ
マ
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
と
…
…
∩

し
か
し
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
の
た

め
浅
間
山
、
北
ア
ル
プ
ス
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

残
念
…
…
。

第
二
土
曜
日
の
連
休
に
も
拘
わ
ら

ず
、
若
林
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
役

職
員
の
方
々
の
ご
出
席
を
頂
き
、
午

後
五
時
三
十
分
か
ら
真
田
町
の
歓
迎

会
を
開
催
し
て
頂
き
ま
し
た
。

若
林
町
長
さ
ん
の
お
話
し
は
、

「
皆
さ
ん
が
お
い
で
頂
く
た
び
に
町

は
良
い
ほ
う
に
向
か
っ
て
い
る
」
　
と

い
う
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
昨

日
、
臨
時
議
会
を
開
催
、
昨
年
十
二

月
か
ら
温
泉
問
題
が
紆
余
曲
折
あ
り

ま
し
た
が
、
横
尾
の
千
古
温
泉
で
毎

分
四
百
リ
ッ
タ
ー
で
無
色
澄
明
、
ア

ル
カ
リ
性
、
三
十
七
度
の
温
泉
が
平

成
元
年
十
一
月
ご
ろ
で
ま
し
た
。
こ

の
温
泉
に
つ
い
て
会
社
と
九
ケ
月
間

話
し
合
い
、
そ
の
結
果
、
一
切
の
権

利
を
一
億
三
千
八
百
万
円
で
譲
り
受

け
、
昨
日
か
ら
真
田
温
泉
と
し
ま
し

た
。
町
で
千
八
百
メ
ー
ト
ル
お
湯
を

引
き
、
役
場
の
広
場
に
ふ
れ
あ
い
の

湯
、
露
天
風
呂
な
ど
を
平
成
五
年
四

月
か
ら
利
用
出
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。

又
そ
の
横
に
、
高
齢
者
福
祉
の
特
別

老
人
ホ
ー
ム
を
全
国
で
一
番
す
ぼ
ら

し
い
、
県
下
で
も
初
め
て
の
個
室
に

よ
る
ホ
ー
ム
を
ふ
れ
あ
い
の
福
祉
健

康
ゾ
ー
ン
を
平
成
四
年
に
着
工
し
、

町
も
一
層
の
さ
ま
が
わ
り
を
し
て
ゆ

き
ま
す
。
菅
平
の
高
原
鉄
道
も
、
今

年
の
七
月
に
は
法
律
が
改
正
さ
れ
、

今
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
と
、
我
が
ふ
る
さ
と
は
ま
す

ま
す
発
展
途
上
に
あ
り
ま
す
。
町
長

さ
ん
は
じ
め
、
役
職
員
の
皆
さ
ん
の

ご
健
康
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

二
十
七
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ
て

い
た
の
で
、
リ
ン
ゴ
狩
り
が
出
来
な

い
の
で
、
ホ
テ
ル
出
発
を
少
し
の
ば

し
て
真
田
町
文
化
会
館
で
美
術
工
芸

展
を
見
学
し
ま
し
た
。
信
州
菅
平
高

原
焼
、
日
月
窯
　
（
山
の
上
童
に
か
え

る
子
な
し
夫
婦
…
…
佳
　
土
く
れ
を

今
日
も
手
に
し
て
夕
ご
ほ
ん
…
…
芋

こ
れ
は
芋
平
さ
ん
と
佳
代
子
さ
ん
の

も
の
で
す
。
）
い
ろ
い
ろ
と
高
値
な
作

品
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
私
の

財
布
に
は
あ
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
奥
の
会
場
に
は
、
中
絶
の

武
捨
一
久
さ
ん
の
遺
作
展
が
処
狭
し

と
並
ん
で
お
り
、
そ
の
力
作
に
は
感

動
し
ま
し
た
。

三
井
企
画
課
長
さ
ん
の
ご
説
明
で
、

本
原
地
区
の
発
展
状
況
や
傍
陽
曲
尾

の
町
営
住
宅
な
ど
を
車
窓
よ
り
拝
見

さ
せ
て
頂
き
、
十
二
時
過
ぎ
に
昼
食

を
頂
く
「
し
ん
り
ん
」
　
に
到
着
し
ま

し
た
。
「
し
ん
り
ん
」
で
は
、
お
酒
や

ビ
ー
ル
を
頂
き
、
信
州
真
田
町
で
な

け
れ
ば
食
べ
ら
れ
な
い
お
そ
ば
を
頂

き
、
リ
ン
ゴ
一
篭
と
真
田
町
深
山
の

香
の
き
の
こ
一
箱
　
（
大
四
パ
ッ
ク
入

り
）
　
の
大
変
な
お
土
産
を
戴
き
、
午

後
一
時
ご
ろ
、
バ
ス
で
上
田
駅
へ
送

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

役
場
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
第
二
回
ふ
る
さ
と
訪
問
を
無

事
に
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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真
田
町
青
少
年
健
全
育
成

圃
園
園
国
に
招
か
れ
て

山
　
口
　
元
彦
（
横
沢
出
身
）

去
る
六
月
十
五
日
第
八
回
真
田
町

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
が
町
の

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

私
も
講
師
と
し
て
お
招
き
い
た
だ
き

ま
し
た
。

前
夜
両
親
の
家
に
泊
り
ま
し
た
が
、

当
日
午
前
中
に
松
尾
教
育
長
と
塚
田

会
長
の
お
二
人
が
わ
ざ
わ
ざ
迎
え
に

来
て
下
さ
り
、
大
変
恐
縮
し
ま
し
た
。

名
物
の
お
蕎
麦
を
御
馳
走
に
な
っ
て

か
ら
会
場
に
ご
案
内
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
町
長
さ
ん
議
長
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
御
来
賓
の
方
々
や
、
お
母

さ
ん
達
を
中
心
と
す
る
育
成
会
の

方
々
が
大
勢
出
庫
し
て
お
ら
れ
、
そ

の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
お
母
さ
ん
達
の
合
唱
や

出
席
者
も
加
わ
っ
て
の
大
合
唱
を
間

に
は
さ
み
な
が
ら
、
会
長
挨
拶
、
来

賓
祝
辞
、
実
践
報
告
、
協
議
、
大
会

宣
言
の
決
議
と
進
み
、
い
ず
れ
も
熟

意
に
溢
れ
た
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し

た
が
、
そ
の
様
な
立
派
な
会
で
、
ろ

く
な
準
備
も
で
き
な
い
ま
ま
に
講
演

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
は
、
心

臓
は
ド
キ
ド
キ
、
頭
は
カ
ッ
カ
と
い

う
有
様
で
、
具
体
的
な
内
容
は
殆
ど

憶
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
僅
か
に
次
の
様
な
事
が

印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
御
紹

介
し
ま
す
。
（
不
正
確
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
御
容
赦
下
さ
い
）

塚
田
会
長
き
ん
の
　
「
人
と
人
、
大

人
と
子
供
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
人

的
環
境
作
り
を
」
と
の
御
挨
拶
、
若

林
町
長
さ
ん
の
来
賓
祝
辞
の
中
の

「
自
分
が
子
供
の
頃
は
集
団
で
よ
そ

の
畑
の
苺
を
盗
む
と
き
も
一
人
三
個

ず
つ
と
決
め
て
、
そ
れ
以
上
は
取
ら

な
い
と
い
う
よ
う
に
、
悪
い
事
を
す

る
に
も
そ
れ
な
り
の
限
度
を
わ
き
ま

え
て
い
た
。
が
き
大
将
が
い
て
皆
に

そ
う
い
う
事
を
教
え
て
い
た
。
最
近

は
が
き
大
将
も
い
な
け
れ
ば
集
団
遊

び
も
な
く
な
っ
た
た
め
、
子
供
た
ち

は
そ
う
い
う
限
度
を
身
に
つ
け
る
機

会
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
」

と
い
う
問
題
提
起
。

実
践
報
告
で
は
、
第
七
回
真
田
町

こ
ど
も
祭
に
取
組
ん
だ
実
行
委
員
会

の
子
供
た
ち
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
の
三
つ
の

小
学
校
（
菅
平
は
ス
キ
ー
大
会
の
取

組
み
と
重
な
り
参
加
で
き
な
か
っ
た

そ
う
で
す
）
　
か
ら
選
ば
れ
た
実
行
委

貞
十
名
程
が
壇
上
に
並
び
、
順
番
に

自
分
た
ち
の
取
組
み
経
過
や
、
．
結
果

を
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。
細
か
い

内
容
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
と
に
か
く

企
画
か
ら
実
行
ま
で
皆
で
何
回
も
討

論
し
、
大
人
の
手
を
借
り
ず
に
自
分

た
ち
で
や
り
き
っ
た
と
の
事
で
、
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
元
気
よ
く
報
告

す
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

全
体
的
に
見
て
、
町
全
体
で
も
各

地
区
毎
に
も
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
大
人
と

子
供
の
交
流
が
進
ん
で
い
る
事
、
子

供
達
の
奉
仕
活
動
も
活
発
に
な
っ
て

き
た
事
、
子
供
達
が
環
境
美
化
に
関

心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

な
ど
、
大
き
く
前
進
し
始
め
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
私
の
講
演
で
す
が
、
東

京
真
田
町
の
会
の
小
林
会
長
と
清
水

副
会
長
を
通
じ
て
依
頼
を
受
け
た
の

は
丁
度
二
カ
月
前
で
し
た
。
四
月
か

ら
六
月
に
か
け
て
の
二
カ
月
と
い
う

の
は
目
の
回
る
よ
う
な
忙
し
い
時
期

で
あ
り
、
殆
ど
準
備
を
す
る
余
裕
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
断
り
し
た
の
で

す
が
、
お
二
人
か
ら
「
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
町
の
方
た
ち
に
こ

う
い
う
機
会
に
恩
返
し
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
等
あ
れ
こ
れ
説
得
さ

れ
、
抵
抗
し
き
れ
ず
に
お
引
受
け
す

る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
て
そ
れ
で
は
テ
ー
マ
は
何
に
す

る
か
と
な
り
ま
す
と
、
弁
護
士
と
い

う
立
場
か
ら
見
た
青
少
年
の
育
成
に

関
連
す
る
項
目
は
大
変
広
く
、
例
え

ば
、
万
引
・
シ
ン
ナ
ー
・
暴
走
族
・

不
純
異
性
交
遊
等
の
問
題
、
い
じ

め
・
校
内
暴
力
・
登
校
拒
否
等
学
校

生
活
に
関
わ
る
問
題
、
受
験
戦
争
・

落
ち
こ
ぼ
れ
等
教
育
全
体
の
問
題
、

女
子
高
校
生
監
禁
殺
人
等
の
重
大
事

件
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
親
・
教
師
・

警
察
・
裁
判
所
等
の
対
応
上
の
問
題
、

∵空
両
親
の
不
和
・
別
居
・
鮭
姫
等
に
よ

り
子
供
が
受
け
る
影
響
の
問
題
、
こ

れ
ら
の
諸
問
題
相
互
の
関
連
、
一
そ
し

て
青
少
年
の
保
護
や
権
利
保
障
に
つ

い
て
の
法
令
や
条
約
等
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
等
々
と
い
う
よ
う
に
広
が

り
、
そ
の
ど
れ
を
採
っ
て
も
大
層
深

刻
で
難
し
い
問
題
を
含
ん
で
お
り
、

一
つ
だ
け
で
も
一
時
間
位
で
は
話
し

き
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
よ
う
か
と
迷

う
内
に
も
ど
ん
ど
ん
時
間
は
過
ぎ
て

行
き
、
い
さ
さ
か
焦
っ
て
い
る
と
こ

ろ
へ
、
町
の
教
育
委
員
会
の
岡
村
先

生
が
助
け
舟
を
出
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
真
田
町
出
身
者
が
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
持
ち
な
が
ら

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
こ
と
、
そ

の
気
持
ち
を
郷
里
の
後
輩
た
ち
に
も

受
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

が
伝
わ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
、
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
戴
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

こ
の
際
弁
護
士
と
し
て
の
経
験
を
踏

ま
え
て
と
い
う
発
想
は
ま
た
の
機
会

に
譲
り
、
も
っ
ぱ
ら
個
人
的
経
験
を

中
心
に
し
て
話
す
こ
と
に
決
心
し
ま

した。
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そ
う
い
う
わ
け
で
、
私
が
お
話
し

し
た
内
容
を
御
紹
介
す
る
の
は
大
変

恥
ず
か
し
い
の
で
す
が
、
「
ま
ず
大
人

が
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
喋
っ
て
お
き

な
が
ら
、
自
分
が
真
っ
先
に
逃
げ
る

わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
の
で
、
か
い

つ
ま
ん
で
御
報
告
す
れ
ば
凡
そ
次
の

様
な
話
で
す
。

1
、
自
分
の
子
供
の
頃
は
物
質
的
に

は
皆
貧
し
く
、
例
え
ば
お
も
ち
ゃ

な
ど
も
木
切
れ
等
で
自
分
で
作
っ

た
も
の
を
使
っ
た
り
、
道
具
を
使

わ
な
い
遊
び
を
し
た
り
し
た
が
、

そ
の
お
陰
で
創
意
工
夫
が
培
わ
れ

た
し
遊
び
も
集
団
で
し
た
の
で
相

手
の
気
持
ち
や
痛
み
を
理
解
し
、

加
減
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

ま
た
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
そ
の

地
域
の
子
供
た
ち
に
対
し
、
悪
い

こ
と
を
し
た
場
合
は
き
ち
ん
と
叱

り
し
か
し
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
で
成
長
を
促
す

と
い
う
態
度
で
い
て
く
れ
た
こ
と
。

2
、
と
こ
ろ
が
今
は
、
物
質
的
に
は

大
変
恵
ま
れ
て
お
り
、
食
物
や
お

も
ち
ゃ
は
ふ
ん
だ
ん
に
与
え
ら
れ

て
い
る
子
が
多
い
が
、
自
然
の
中

を
集
団
で
伸
び
伸
び
と
走
り
回
る

機
会
は
殆
ど
な
く
な
り
、
完
成
さ

れ
た
お
も
ぢ
ゃ
を
使
い
家
の
中
で

一
人
或
い
は
ご
く
少
人
数
で
座
っ

た
ま
ま
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
そ
の
為
に
か
え
っ
て
身
体

的
に
弱
く
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で

な
く
、
精
神
的
な
発
達
と
り
わ
け

人
間
関
係
の
あ
り
か
た
に
つ
き
鍛

え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。

し
か
も
受
験
戦
争
に
あ
お
ら
れ
た

り
、
ま
た
大
人
た
ち
の
腐
敗
堕
落

が
ひ
ど
く
そ
れ
を
テ
レ
ビ
等
を
通

じ
て
毎
日
の
よ
う
に
見
せ
つ
け
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
道
徳
教
育
等
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
。

3
、
一
万
で
子
供
た
ち
の
健
全
な
育

成
は
、
「
こ
ど
も
の
権
利
条
約
」
等

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
は
や
単

に
「
非
行
防
止
」
や
「
社
会
人
の

育
成
」
と
い
う
よ
う
な
大
人
の
側

か
ら
の
視
点
に
よ
る
の
で
は
な
く

子
供
た
ち
自
身
の
「
成
長
発
達
す

る
権
利
」
を
保
障
す
る
為
の
大
人

た
ち
全
体
の
義
務
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、

従
っ
て
私
た
ち
は
、
子
供
た
ち
に

あ
あ
し
ろ
こ
う
し
ろ
と
い
う
前
に

（
或
い
は
そ
れ
と
同
時
に
）
、
子
供

た
ち
の
自
由
な
成
長
発
達
を
保
障

で
き
る
条
件
作
り
を
す
る
こ
と
、

そ
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
社
会
的

な
諸
要
因
を
取
除
く
努
力
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
何
よ

り
も
大
人
自
身
が
健
全
で
豊
か
な

精
神
を
取
戻
し
、
地
域
的
な
連
帯

を
作
り
な
が
ら
環
境
作
り
に
取
組

む
こ
と
が
大
切
と
思
う
こ
と
。
真

田
町
で
は
そ
の
様
な
精
神
で
取
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
大
そ

う
心
強
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。

4
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
小
金
井
市

で
の
さ
さ
や
か
な
取
組
み
経
験
や

我
が
息
子
と
の
フ
ァ
ミ
コ
ン
を
め

ぐ
る
攻
防
の
紹
介
等

大
体
こ
の
様
な
内
容
で
す
が
、
振

り
返
っ
て
み
る
と
あ
ま
り
に
も
あ
り

き
た
り
の
事
ば
か
り
で
、
自
分
と
し

て
も
物
足
り
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

何
よ
り
も
地
元
の
人
達
に
と
っ
て
わ

ざ
わ
ざ
講
師
と
し
て
呼
ん
だ
意
味
が

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
申
し
訳

な
く
、
今
後
は
き
ち
ん
と
お
役
に
た

て
る
よ
う
に
努
力
し
よ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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諸
々
の
問
題
に
思
う

森
本
幹
生
（
入
軽
井
沢
出
身
）

以
前
、
諏
訪
湖
の
水
質
汚
染
の
環

境
問
題
で
、
何
と
か
し
な
く
て
は
と

地
域
の
皆
さ
ん
が
色
々
と
努
力
さ
れ

て
い
る
姿
を
N
H
K
の
報
道
特
集
で

放
映
し
て
い
ま
し
た
。
普
通
は
動
こ

う
と
し
な
い
行
政
サ
イ
ド
と
、
住
民
、

そ
れ
に
専
門
の
先
生
が
一
緒
に
な
っ

て
一
つ
の
大
変
大
切
な
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
を
、
長
野
県
人
と
し

て
大
変
誇
り
に
思
っ
て
見
ま
し
た
。

私
の
家
の
近
く
に
見
事
な
蓮
の
池

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
全
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
、
た
だ
の

人
工
池
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

管
理
が
大
変
だ
か
ら
と
い
う
事
で
し

た
が
、
何
か
大
切
な
物
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
様
な
気
が
し
ま
す
。
結
果
的

に
も
、
子
供
達
を
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の

前
へ
と
追
い
や
る
手
助
け
を
し
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
市
役
所
、

新
聞
社
等
に
私
な
り
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
の
で
す
が
、
ど
う
も
諏
訪
湖
の
様

に
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
私
の
身
近
な
問
題
の
一
つ

に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
今
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
問
題
が
、
環
境
、

農
業
　
（
食
生
活
）
　
を
は
じ
め
沢
山
あ

る
と
思
い
ま
す
。
今
都
会
の
子
供
達

の
九
三
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
何
ら
か

の
異
状
が
認
め
ら
れ
、
九
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
の
子
が
動
脈
硬
化
を
起
こ
し

て
お
り
、
五
人
に
一
人
が
ア
ト
ピ
ー

で
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
猿
山
の
猿
は

小
麦
を
食
べ
続
け
、
生
ま
れ
る
子
の

六
割
が
奇
形
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

皮
を
剥
い
て
食
べ
る
と
は
い
え
、
大

半
を
輸
入
し
て
い
る
我
が
国
で
、
薬

害
　
（
防
腐
剤
処
理
）
　
が
な
い
訳
が
あ

り
ま
せ
ん
。
米
の
自
由
化
の
問
題
も

こ
う
し
た
安
全
面
か
ら
考
え
る
と
大

変
恐
ろ
し
く
、
ま
た
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

桂
多
（
息
子
）
　
が
生
ま
れ
て
、
本

当
に
農
業
の
有
り
方
が
大
切
だ
と
思

う
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
や
は

り
安
全
な
食
べ
物
を
与
え
て
あ
げ
た

い
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
事
も
含
め
て
、
も
っ
と

色
々
な
形
で
話
し
合
い
の
場
が
あ
っ

て
も
良
い
様
に
思
い
ま
す
。
最
近
、

川
崎
で
も
市
長
を
囲
ん
で
の
文
化
人

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
新
聞
社
の
公
開
編
集

局
、
平
和
美
術
展
実
行
委
員
会
な
ど

盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
き
る

限
り
私
も
出
席
し
話
し
合
い
を
す
る

の
で
す
が
、
ど
う
も
尻
切
れ
ト
ン
ボ

の
様
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
色
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
方
、
専
門
の
方
々
、
市
側
と
の

話
し
合
い
の
中
か
ら
何
れ
大
き
な
実

を
結
ぶ
も
の
と
信
じ
て
、
私
な
り
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
（
大
切
な
事
で
す
か
ら

∴
∵
内

皆
様
の
健
康
を
御
祈
り
致
し
て
い

ま
す
。

快
適
な
住
環
境
を
い
つ
ま
で
も

仕
事
柄
全
国
各
地
を
見
る
機
会
が

多
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
は
何
か

一
つ
ぐ
ら
い
は
問
題
が
あ
る
も
の
だ
。

そ
れ
は
、

豪
雪
に
悩
ま
さ
れ
る
。
豪
雨
が
毎

年
あ
り
、
崖
崩
れ
や
洪
水
に
悩
ま
さ

れ
る
。
夏
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
。
冬

白
井
　
　
彰
（
曲
尾
出
身
）

寒
く
て
た
ま
ら
な
い
。
地
形
が
平
ら

で
変
化
が
な
い
。
山
ば
か
り
で
平
地

が
な
い
。
干
害
や
風
害
で
悩
ま
せ
ら

れ
る
。
公
害
を
出
す
工
場
が
あ
る
。

職
場
が
少
な
く
過
疎
化
が
進
展
し
て

い
る
。
交
通
が
不
便
で
あ
る
。
依
存

し
て
き
た
大
工
場
が
撤
退
ま
た
は
縮

小
し
た
た
め
に
経
済
活
動
が
衰
退
し

た
。
急
激
な
地
価
上
昇
の
た
め
、
不

動
産
を
め
ぐ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な

な
ど
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
真
田
町
に
は
、
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
無
い

よ
う
に
み
え
る
。
年
二
回
ほ
ど
の
帰

省
時
に
、
下
原
の
バ
イ
パ
ス
を
登
っ

て
い
く
と
南
向
に
ひ
ろ
が
っ
た
扇
状

地
に
新
し
い
家
並
が
見
え
て
く
る
が
、

そ
の
都
度
何
時
も
こ
ん
な
こ
と
を
思

う
。
自
然
豊
か
な
快
適
な
住
環
境
を

い
つ
ま
で
も
残
し
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。
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昭和61年、角間渓谷は「森林浴の森」日本100
選のひとつに選ばれた。
真田町の中でも、とりわけ豊かな自然を残して
いる。
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故
郷
を
想
う

坂

口

　

　

豪

（
十
林
寺
出
身
）

去
る
六
月
二
十
三
日
は
東
京
真
田

町
の
会
の
総
会
で
、
地
元
真
田
町
か

ら
多
数
の
方
々
に
御
足
労
戴
き
、
非

常
に
有
意
義
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長
さ
ん
の
勇
壮
な
る
御
挨
拶
に
身

も
心
も
讃
嘆
致
し
ま
し
た
。

真
田
町
の
発
展
ぶ
り
は
実
に
我
々

の
思
ひ
に
余
る
も
の
が
有
り
ま
す
。

こ
れ
程
素
晴
ら
し
い
故
郷
を
持
つ
私

ど
も
は
、
大
い
に
誇
り
を
胸
に
ひ
そ

め
て
生
の
有
る
限
り
過
ご
せ
る
こ
と
、

無
二
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

昔
を
偲
べ
ば
記
憶
に
有
る
こ
と
、

そ
れ
は
ノ
＼
言
ひ
表
せ
ぬ
の
で
す
が
、

今
滋
に
昭
和
三
年
当
時
を
追
想
し
て
、

長
村
と
言
ふ
と
大
昔
に
な
り
ま
す
が
、

特
に
学
校
に
雨
天
体
操
場
が
完
成
し

た
当
時
を
思
ふ
と
、
時
は
去
り
当
時

の
人
影
友
達
等
は
探
す
程
と
な
り
ま

し
た
。
後
の
戦
死
病
死
で
浄
土
に
と

去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
体
操
場
落
慶

当
時
は
伊
藤
校
長
先
生
の
下
、
我
々

小
学
生
の
喜
び
は
大
変
な
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
石
川
先
生
と
言
ふ

方
が
落
成
式
の
歌
を
作
詞
し
、
全
校

が
声
高
ら
か
に
、
歌
の
一
節
に
「
四

阿
山
を
ゆ
る
が
さ
ん
」
と
有
り
ま
す

が
、
ま
さ
に
そ
の
様
な
勢
で
歌
っ
た

こ
と
が
、
今
だ
に
は
っ
き
り
と
思
ひ

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
様
に
し
て
全
生

徒
に
大
き
な
夢
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
し
た
。

ま
た
想
ひ
起
こ
す
の
は
、
大
正
天

皇
崩
御
に
て
、
毎
日
の
様
に
先
生
か

ら
「
謹
む
よ
う
」
と
言
わ
れ
て
新
年

も
そ
こ
そ
こ
に
過
ご
し
、
御
大
喪
の

儀
に
は
全
校
生
徒
が
在
郷
軍
人
会
の

方
々
と
共
に
哀
し
い
歌
を
合
唱
し
た

こ
と
も
、
深
く
記
憶
に
残
っ
て
お
り

ま
す
。
丁
度
上
田
か
ら
真
田
傍
陽
線

が
新
設
さ
れ
、
初
め
て
電
車
に
て
町

へ
村
へ
と
行
き
来
で
き
、
大
い
に
便

利
に
な
っ
た
頃
で
し
た
。

当
時
は
養
蚕
が
全
盛
に
て
、
老
ひ

も
若
き
も
悉
く
従
事
し
、
「
国
の
命
を

繋
ぐ
」
と
信
濃
の
国
の
歌
に
も
有
り

ま
す
が
、
正
に
そ
の
通
り
と
申
せ
ま

し
ょ
、
つ
。

そ
の
折
父
が
急
死
し
、
子
供
心
に

も
お
先
真
っ
暗
な
事
態
と
な
り
、
全

く
行
く
手
が
な
い
有
さ
ま
の
中
学
校

を
後
に
、
非
常
に
慌
た
だ
し
く
社
会

の
風
に
あ
ひ
、
真
田
町
と
は
長
い
こ

と
音
信
も
絶
え
て
お
り
ま
し
た
が
、

私
も
軍
籍
に
在
り
ま
し
た
関
係
で
簡

閲
点
呼
に
召
集
を
受
け
、
そ
の
折
の

み
は
友
と
も
全
ひ
、
わ
ず
か
な
時
間

郷
の
近
況
を
聞
く
ば
か
り
で
し
た
。

戦
争
に
突
入
し
て
か
ら
は
召
集
が

三
回
も
あ
り
ま
し
た
が
、
長
い
昭
和

も
生
き
延
び
ま
し
て
、
今
日
こ
の
様

な
真
田
町
の
会
に
お
招
き
を
得
て
、

非
常
に
胸
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

故
郷
の
慕
わ
し
さ
と
い
ふ
も
の
は

表
現
し
難
く
、
ま
た
大
勢
の
方
々
の

温
情
は
唯
々
胸
に
溶
る
る
の
み
で
あ

り
ま
す
。

次
回
を
待
ち
、
終
り
に
真
田
町
の

い
っ
そ
う
の
御
繁
栄
を
祝
福
し
、
遥

か
に
祈
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
平
成
三
年
八
月
盆
日
）

私
の
宝
物

久

保

勝

子

私
の
郷
土
は
新
潟
県
で
、
晴
れ
た

日
に
は
日
本
海
の
か
な
た
に
う
っ
す

ら
と
佐
渡
ケ
島
が
見
え
、
背
景
に
は

三
階
節
で
名
高
い
米
山
の
ふ
も
と
の

小
さ
な
田
舎
町
で
す
。

縁
あ
っ
て
横
沢
出
身
の
主
人
と
結

婚
し
、
早
や
二
十
数
年
。

過
去
幾
度
と
な
く
真
田
町
を
訪
れ

て
い
ま
す
が
、
最
初
は
山
間
の
山
村

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
よ
う

に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
電
鉄

が
通
っ
て
い
て
、
田
畑
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
現

在
で
は
そ
の
線
路
の
お
も
か
げ
も
な

く
、
道
路
も
整
備
さ
れ
、
そ
の
す
さ

ま
じ
い
変
貌
ぶ
り
、
時
代
の
流
れ
に

は
唯
々
お
ど
ろ
く
の
み
で
す
。

住
む
人
の
生
活
は
都
会
と
は
一
つ

も
変
る
と
こ
ろ
な
く
、
環
境
が
変
化

し
て
も
生
き
て
い
る
人
達
の
暖
か
い

心
は
一
層
良
い
方
向
に
進
ん
で
、
い

つ
で
も
大
き
な
ふ
と
こ
ろ
で
私
達
を

こ
こ
ろ
よ
く
迎
え
て
く
れ
る
兄
夫
婦

（
久
保
茂
春
）
　
は
じ
め
、
皆
様
に
は

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

朝
、
め
ざ
め
の
時
の
す
が
す
が
し

い
空
気
と
み
ど
り
一
面
の
風
景
は
、

混
雑
な
都
会
生
活
を
し
い
ら
れ
て
い

る
私
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
心
身
の

栄
養
剤
に
な
り
ま
す
。
す
っ
き
り
と

し
た
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
〝
真
田

町
〟
。
私
の
生
涯
の
宝
物
で
す
。
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長小学校卒業式（3／20）
〈この学校から、優秀な先輩が数多く巣立っていった〉

町民体育祭（5／12）
〈たるを使ったリレー。田舎ならではの味ですなあ〉

回回回
画画回

診も舌とのこの、食

・真田町成人式（1〃5）

〈昔も今も、真田町には美人が多い？〉

（2ハ6）〈最深積雪120cmを記録〉
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日　本　ダ　ボ　ス　　第4号（平成3年12月発行）

・真田町長寿会総会（9／15）

〈年をとるのはすてきなことです〉

真田町一周駅伝大会（10／20）
〈日本長距離界の底辺（17）〉

モロコシを育てる（6／21）
〈農業後継者クループ「青葉会」は、今年も真田祭用のモロコシ6，000本を
定植した〉

夢の途中（傍陽保育所）
〈どんな夢を見ているのかな～。オネショしないでネ〉

・交通安全町民大会（11／9）

〈警察音楽隊、カラーガード隊のお姉さんたちもかけつけて
くれた〉

みなさんのお手元に
会報第4号が届けられる



日　本　タ　ボ　ス　　第4号（平成3年12月発行）

東京真田町の会平成2年度決算報告書 自平成2年4月1日
至平成3年3月31日　　（単位：円）

収　　　入　　　の　　　部 劍辷�������������,ﾈ������YB�

科　　　目 冰ﾈ����蠅�決　　算 ����������予　　算 佇�����蠅�

前　期　繰　趣　金 ��SSc��3Scb�560，566 ��ﾘ��檍��ﾚx���X��N��2，000，000 ���3#3��3�3b�

年　　会　　費 鉄���3����358，000 ����_���Jﾘ��ﾗ8��N��500，000 鉄���3ゴ��

総　会　懇　親　費 ���3����3����695，000 冖ﾈ��^ｸ���8��ﾟﾈ��N�� ��3X�3����

莫田町補助金 涛���3����900，000 ��ﾘ��檍�����I{�� ���H�3��R�

広　　告　　費 鼎���3����415，000 倬h����ｼh����N��100，000 �����3SS2�

寄　付　金　等 �#���3����223，000 ������ｶ8����N��200．000 �����3�SB�

雑　　収　　入 �3��3C3B�124，000 倬h��k���,ｨ���ﾘ��N��100，000 �#C��3涛b�

利　　　　　　息 ��2，284 �8����ﾟﾈ����N��300，000 �3X�3SC��

雑　　　　　　費 �����3����12，360 

予　　備　　費 �����3���� 

交　　通　　費 ��4，890 

渉　　外　　費 ��395，000 

手　　数　　料 ��4，632 

次　期　繰　越　金 �#���3����341，525 

合　　　　　　計 �8�3c���3����3，277，850 俘x������������ﾇb�3，600．000 �8�3#sx�3ゴ��

平成3年5月30日　会計　三井　芳郎
会計　塚田　恒雄

上記の決算報告書は関係資料と照合の結果相違ないことを認めます。
会計監査　　横沢　清人⑳
会計監査　　塩沢　和政⑳

東京真田町の会平成3年度予算（案）
自平成3年4月1日
至平成4年3月31日　　（単位：円）

収　　　入　　　の　　　部 剋x　　　出　　　の　　　部 

科　　　目 仞�������ｧ｢�科　　　目 仞�������ｧ｢�

前　期　繰　越　金 �3C��3S#R�給　　　　会　　　　費 �(�3����3����

年　　　　会　　　　費 田���3����会　報　発　行　費 鉄���3����

総　　　　会　　　　費 ���3#S��3����会　　　　諌　　　　費 �#���3����

真　田　町　補　助　金 鉄���3����事　　　　業　　　　費 �3���3����

広　　　　告　　　　費 鉄���3����事　務　通　信　費 �#S��3����

寄　　付　　金　　等 �#C��3����印　　　　刷　　　　費 �3���3����

雑　　　　収　　　　入 ��c��3CsR�雑　　　　　　　　　費 鉄��3����

予　　　　備　　　　費 ��

次　期　繰　越　金 ��

収　　入　　合　　計 �8�3c���3����支　　出　　合　　計 �8�3c���3����

堀石永塩田上渋伊坂失長佐秦
篭垣井暗中原谷藤　口　島屋藤

道節守武静辰　　文
子子寿男江夫勉枝豪

日
本
ダ
ボ
ス
四
号
へ
の
広
告
を
お

願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
方

々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

光
妙

京
子

五
郎

（
敬
称
省
略
）

五
〇
、
〇
〇
〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
0
0
0
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

薯
芳
雄
1
。
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東京真田町の会新入会員名簿

今年新しく入会された35名の皆さんです

氏　　　　　名 冤｢�住　　　　　　　　所 �6H���(��MH��ﾘb�出身区 

堀　内　正　昭 ��32�33"�江戸川区北篠崎2－23－8 �3csh�ﾃCc#B�下横道 

斎　藤　　　勇 剴�驪ﾊ郡白岡町西10－10－4 ��C���ﾃ�(�ﾃ�����中　組　′ 

矢　島　五　郎 剞�緖s並木2－9－2 ��C�(�ﾃS8�ﾃ#cc"�上　田 

堀　内　寿　美 �##r�横浜市緑区津田2－20－11 ��CX�ﾃ塔��ﾃcc���上横道 

安孫子　てる子 ��SB�#CB�世田谷区太子堂4－4－17 �3C�(�ﾃC�s2�長 

花　岡　智恵子 剴�驪ﾊ郡白岡町小久喜73－8 ��C���ﾃ�(�ﾃ���b�真　田 

石　井　宏　子 刮｡浜市栄区長沼610 ��CX�ﾃピ��田�S��長 

柳　沢　保　治 �##"�横浜市港北区大曾根2－25－3203岳 ��CX�ﾃSC8�ﾃ��S��戸　沢 

橋　詰　　　章 ��c��杉並区和泉4－22－20 �33#(�ﾃScsr�横　尾 

角　田　和　美 ���2�府中市武蔵台1－18－42 ��C#8�ﾃc��ﾃCS#2�菅　平 

白　井　　　彰 ��cb�杉並区和田2－45－19 �33ォ�ﾃ�C#R�曲　尾 

大久保　今朝和 �33��大宮市大成町3－683 ��C��ﾃcc8�ﾃ�S#r�大日向 

小野沢　和　江 �33B�川口市本蓮3－10－3 ��C��ﾃォ�ﾃs#3��横　尾 

中　村　幸　子 �3S2�志木市館2－8－7－102 ��Cォ�ﾃsh�ﾃSc���十林寺 

大久保　慶次郎 �#3"�横浜市南区六ッ川3－85－6G414 ��CX�ﾃsC(�ﾃS3C2�長 

大久保　あき子 ��3"���"�江戸川区小松川1－2－2－313 �3c���ﾃ�3湯�菅　平 

田　原　国　栄 剔ｫ柄下郡箱根町湯本16－1 ��Cc��ﾃX�ﾃcCc��菅　平 

斉　郷　陽　子 剪ｲ布市東つつじ丘3－53－7 �33���ﾃ#ピr�菅　平 

滝　沢　　　叡 �#���千葉市稲毛東5－7－19ハイネス稲毛202 ��Cs(�ﾃC8�ﾃ鼎���真　田 

坂　口　　　進 �#Cb�横浜市瀬谷区阿久和町2632－8 ��CX�ﾃ3c(�ﾃ�涛B�下　原 

清　水　光　代 ��S��渋谷区初台2－19－3高木方 �33s��ﾃイcb�曲　尾 

渡　辺　　　規 ���b�荒川区南千住2－33－1－207 �3��x�ﾃ3C#"�穴　沢 

吉　川　　　操 �#�r�松戸市常磐平4－15 ��Cs8�ﾃス�ﾃC�3��上横道 

風　戸　行　子 ��3b�江東区北砂4－16－22 �3cCX�ﾃ�鼎��下横道 

永　山　義　子 ��c��新宿区百人町1－24－6 �33c��ﾃ鉄ヲ�中横道 

荻　原　陽　子 �3Sb�上福岡市北野2－9－1 ��C�(�ﾃcH�ﾃ鼎#��岡　保 

柳　橋　米　子 ��#��足立区西綾瀬4－5－9 �3イ��ﾃCS3"�下横道 

石　谷　彰　治 ��3B�江戸川区西葛西7－4－1ドーミー西葛西 �3#3��ﾃC3�R�横　道 

丸　山　廣　義 �#sB�船橋市習志野2－12－29 ��CsH�ﾃcX�S�c�2�曲　尾 

佐々木　ち　せ ��3b�江東区東砂8－25－5 �3cCH�ﾃ3��2�傍　陽 

清　水　一　重 ��#��足立区島根2－17－11 �3ゴ��ﾃS3�B�中横道 

関　本　周　子 ��#2�足立区鹿浜5－19－17 �3ゴX�ﾃ�ツ��下横道 

堀　内　良　幸 ��Cb�大田区多摩川2－24－10－404 �3C�(�ﾃ�S���中横道 

佐　藤　光　妙 ��Sr�世田谷区成城5－17－4 �3s��ﾃ#�#��松　本 

中　山　悦　子 ��唐�青梅市青梅130－1－702 剴戟@京 

（敬称略）
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日　本　ダ　ボ　ス　　第4号（平成3年12月発行）

故ハンネス氏には、真田町から特別功労章が贈られた
（ハンネス氏の長男・長女一行が来日）

16

軒瀞訂弼抄だ、ヨ磁砂巳、診冨診屯∋■冨訪≡静電伊尉笥

汚

点

芝謂　芝茸監査E芯汐蘭・那郡砂母語・芸惑】

『冨寅呂回印㊥畠』

役・員・名・簿
神奈川県横浜市（曲　尾）

東京都狛江市　（中横道）
ク　田無市　（真　田）

ク　練馬区　（大　畑）

ク　世田谷区（大　庭）

千葉県柏市　　（横　尾）

東京都板橋区　（真　田）
ク　北区　　（曲　尾）

埼玉県浦和市　（中横道）

神奈川県横浜市（横　尾）
東京都世田谷区（菅　平）

神奈川県川崎市（入軽井沢）
ケ　　〃　（戸　沢）

東京都小金井市（横　沢）
ク　大田区　（大　庭）

埼玉県白岡町　（下横道）

埼玉県浦和市　（中横道）

東京都中野区　（大　畑）

千葉県八千代市（大日向）

㊨
囲
㊧
⑰

皆
様
の
お
陰
で
　
「
日
本
ダ
ボ
ス
」

第
四
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
も
第
二
回
ふ
る

さ
と
訪
問
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
参
加
さ
れ
た
方
、
な
つ

か
し
い
ふ
る
さ
と
真
田
町
の
、
再
発

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

四
号
と
い
い
ま
し
て
も
、
ま
だ
ま

だ
不
手
際
の
と
こ
ろ
も
多
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
お
気
付
き
の
お
声
を
ど

し
ど
し
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
切
瑳

琢
磨
…
‥

「
東
京
真
田
町
の
会
」
年
会
費
は

千
円
で
す
。
入
会
金
は
い
り
ま
せ
ん
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
会
費
千
円

を
、
郵
便
振
替
用
紙
で
　
「
東
京
1
・

2
5
5
5
7
7
」
東
京
真
田
町
の
会

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
現
在
入
会
さ

れ
て
い
る
方
で
平
成
三
年
度
な
ど
の

会
費
未
納
の
方
は
、
速
や
か
に
お
振

り
込
み
く
だ
さ
い
。

閑

　

話

　

休

　

題

「
渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り
」
　
は
九

月
に
放
映
が
終
り
、
十
代
か
ら
七
十

代
ま
で
の
方
の
投
書
が
九
十
通
近
く

も
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

十
四
歳
の
中
学
生
は
　
「
家
族
に
つ

い
て
措
く
温
か
い
ド
ラ
マ
で
、
五
人

娘
を
持
つ
母
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
、

ド
ラ
マ
を
通
じ
て
母
親
と
父
親
そ
れ

ぞ
れ
の
子
供
に
対
す
る
気
持
ち
が
分

か
っ
た
」
と
　
「
こ
の
ド
ラ
マ
を
参
考

に
し
て
老
後
を
一
生
懸
命
生
き
た
い
」

と
い
う
六
十
五
歳
の
主
婦
の
方
、
親

は
子
を
思
い
、
子
は
親
を
思
う
大
切

な
　
「
輪
」
　
と
　
「
和
」
。

（
読
売
新
聞
よ
り
）

●
写
真
提
供

清

　

水

　

清

　

晴

塩

　

崎

　

武

　

男

田

　

中

　

恒

　

夫

三

　

井

　

芳

　

郎

井
沢
　
洋
（
真
田
町
役
場
）
　
∞

雄

晴

一

晃

郎

雄

之

子

夫

夫

子

生

久

彦

明

子

子

人

政

孝
清
孝
正
芳
恒
広
節
辰
恒
京
幹
義
元
芳
正
道
清
和

林
水
木
沢
井
田
木
垣
原
中
屋
本
谷
口
中
林
篭
沢
沢

小

清

荒

横

三

塚

荒

石

上

田

長

森

関

山

田

小

堀

横

塩

長

長

　

　

　

計

　

事

会

　

〃

　

〃

　

　

〃

　

　

ク

会

副

　

　

　

会

　

　

理



W〟八　日　本　ダ　ボ　ス　　第4号（平成3年12月発行）

◎東京真田町の会一会報哨一一　広げましょう　同郷の和と輪

虔房瀞雛真田不動産ク砂十プ
1F●（特選輸入洋童）WAKOショールーム℡3620－2411

●総合不動産業株式会社真田不動産℡3620－2511

2F貸事務所（歯科医院）

日MPERIAL㊥HORIUCHl（賃貸マンション）

株式会社真田不動産

WAKOショールーム（本社ビル）1階

代表取締役／堀内　政
（真田中学校上・元あさひ堂出身）

東京都足立区綾瀬6－30－8

〒120（WAKO真田ビル1階）

自宅：足立区青井4－4－10

℡03－3840－3211

※真田町の不動産売却の折は、

ご連絡願いま弟

即金買い受けますも

これからも皆様と共l⊆0　　　……諾意⊆匡 

＼イ 劔�4�,�*r�冤‾梵替る ����
′「二二二唇1二・、、 「＼、∇‾ヽ 劍�ﾉ?�?�蔗�十＋ 抱■烹撃熱 巌東 �� �� �� �6x�b�加三雲山 　て：＝：：：：：：：コ 　済 �6r���

／？　＼ ��‾∨：真義．攣漁浸■ジr 興人‾■やゞ璽・綬鞘 鉄製 �� �� �� ��　　　∴ さ箪熟・．孫＿ 亳���Y�8���x�ﾈ耳ﾟｹ���

王室宗責‾′■ ��

冷‾ 試ぎ 劍ﾇｸ���X自Wｸ���+8������������������������Oｨ補�Tﾘ�������������傀5ｲ�

高い技術水準と優れた環境の浅間テクノポリスの中核郡市「上田」。 

その上田市周辺に山洋電気は5工場を有し、世界のトップレベルのハイテク商品を全世界に送り出しています0 

上田事業所には真田町から約130名の方々のご協力を戴いております021世紀を担う主役一それはあなたです0 

山洋 劔6Hｴ8ｩH�檍���968馼ｼh��=ﾈ��ﾈ�9eﾘﾎｨｶ����劔��ﾆﾈ�ﾃuDTﾃ�#c��ﾃ#(�ﾃゴス���Y�9Uﾈ�｢�'ｩ&靫��ｨ���)m慰��ｨ��W域ﾘ�(ﾔ��｢��X�ﾆﾅDTﾄ�8�ﾃ3��x�ﾃS�処���Y�9Uﾈ�｢�
代表取締役社長　横　沢　新二部（真田町荒井出身） 
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日　本　タ　ボ　ス　　第4号（平成3年12月発行）

◎東京真田町の会一会報哨一
広げましょう　同郷の和と輪

18

国
際
浮
出
印
刷
株
式
会
社

T
E
L
（
〇
三
）
三
二
九
二
－
八
七
七
一

代
表
取
締
役
飯
　
嶋
　
徳
麿

（
中
組
出
身
）

川

　

口

　

市

　

芝

　

四

　

八

　

七

　

九

T
E
L
　
（
〇
四
八
二
）
　
六
五
－
二
三
七
四

土
地
・
建
物
・
測
量
・
登
記

飯
嶋
測
量
事
務
所

髭
翌
士
飯
　
嶋
　
義
　
道

（
中
組
出
身
）

横
浜
市
鶴
見
区
梶
山
二
－
三
八
－
十
一

T
E
L
　
（
〇
四
五
）
　
五
八
一
－
〇
三
二
四

T
E
L
　
（
〇
四
五
）
　
五
七
一
－
五
〇
五
五

東
京
真
田
町
の
会

理
　
事
石
　
垣
　
節
　
子

（
曲
尾
出
身
）

東
京
都
北
区
十
条
仲
原
三
－
二
十
一
－
七

T
E
L
（
〇
三
）
三
九
〇
〇
－
八
六
三
三

三
東
フ
ォ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
顔
役
大
久
保
照
男

（
大
日
向
出
身
）

本
社
東
京
都
新
宿
区
舟
町
七

T
E
L
（
〇
三
）
三
三
五
一

F
A
X
（
〇
三
）
三
三
五
一

織
田
ビ
ル

九
七
六
一
㈹

九
七
六
三

証
文
紳
士
服

神
　
林
　
公
三
郎

（
竹
重
出
身
）

東
京
都
北
区
滝
野
川
五
ノ
十
二
ノ
六

T
E
L
（
〇
三
）
三
九
一
六
－
五
九
六
七

有
限
会
社
　
オ
フ
テ
ル
ス

取
締
役
会
長
小
　
林
　
孝
　
雄

（
曲
尾
出
身
）

横
浜
市
港
南
区
日
野
四
丁
目
四
五
－
五

T
E
L
　
（
〇
四
五
）
八
四
三
－
八
〇
四
一

か
ぎ
り
な
く
美
し
く

み
ん
な
で
楽
し
く
う
た
お
う

名
詩
を
う
た
う
会

代
表
佐
　
藤
　
光
　
妙

東
京
都
世
田
谷
区
成
城
五
－
十
七
－
四

電
話
　
（
〇
三
）
三
七
八
九
－
二
〇
二
九

勝
田
電
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
塩
　
沢
　
和
　
政

（
大
日
向
出
身
）

東
京
都
江
戸
川
区
西
小
粉
川
町
三
七
番
二
号

T
E
L
（
〇
三
）
三
六
五
二
－
八
六
七
六
㈹

長
野
県
人
会
連
合
会
評
議
員

狛
江
市
長
野
県
人
会
顧
問

東
京
真
田
町
の
会
副
会
長

清

　

水

　

清

　

晴

（
中
横
道
出
身
）

東
京
都
狛
江
市
東
野
川
三
－
十
二
－
二

T
E
L
（
〇
三
）
三
四
八
九
－
〇
七
六
三

高
寺
税
務
会
計
事
務
所

東
村
山
総
合
相
談
室

梱
り
錘
【
行
高
　
寺
　
森
　
雄

（
竹
室
出
身
）

東
村
山
市
廻
田
町
三
－
二
六
－
二
六

T
E
L
　
（
〇
四
二
三
）
九
四
－
二
四
六
八

三
和
梱
包
興
業
株
式
会
社

三
和
興
産
株
式
会
社

代
表
露
役
上
原
辰
夫

（
中
横
道
出
身
）

壱
3
3
5
埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
南
三
丁
目
五
番
二
十
号

電
話
（
〇
四
八
四
）
四
二
⊥
四
六
一
㈹
～
四
番

F
A
X
（
〇
四
八
四
）
四
二
－
一
四
六
五
番

営
業
種
目

一

　

般

　

貨

　

物

　

運

　

送

　

事

　

業

自

　

動

　

車

　

運

　

送

　

取

　

扱

　

事

　

業

輸

　

出

　

及

　

国

　

内

　

梱

　

包

　

業

安

　

田

　

火

　

災

　

海

　

上

　

保

　

険

　

代

　

理

　

店

自

動

車

保

険

、

火

災

、

稔

合

保

険

ア
イ
・
エ
ヌ
・
エ
イ
生
命
保
険
㈱
募
集
代
理
店

自
宅
　
浦
和
市
曲
本
一
丁
目
七
番
十
一
号

T
E
L
　
〇
四
八
八
－
三
九
－
二
三
五
六

F
A
X
　
〇
四
八
八
－
三
九
－
二
三
五
七



日　本　ダ　ボ　ス　　第4号（平成3年12月発行）

⑳東京真田町の会一会報4号一
‾　広げましょう　同郷の和と輪

19

峰
岡
町
一
丁
目
町
内
会

衛
生
部
長
田
中
　
恒
　
夫

（
横
尾
出
身
）

事
務
所
〒
2
1
0
　
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
峰
岡
町
一
－
一
八

電
話
　
〇
四
五
（
三
三
五
）
二
六
八
l
番

自
　
宅
〒
餌
　
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
峰
岡
町
一
－
九
三

電
話
　
〇
四
五
（
三
三
二
）
三
九
八
二
番

東
京
真
田
町
の
会

会
計
理
事
塚
　
田
　
恒
　
雄

（
横
尾
出
身
）

千
葉
県
粕
市
西
山
一
－
十
一
－
十
八

T
E
L
　
（
〇
四
七
一
）
七
五
－
〇
八
二
三

川
器
用
沌
渋
谷
ロ
ゴ
ス
キ
ー

冴
弓
”
長
屋
　
京
子

（
菅
平
出
身
）

本
館
　
渋
谷
駅
南
口
日
本
交
通
公
社
前
大
和
田
ビ
ル
2
F

渋
谷
区
桜
丘
一
六
－
一
三
大
和
田
ビ
ル
Z
F

T
E
L
（
〇
三
）
三
四
六
三
－
二
九
一
一

永

　

井

　

守

　

寿

（
大
畑
出
身
）

一
⑰
1
0
1
　
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
二
－
九
－
十
三

T
E
L
（
〇
三
）
三
二
五
四
－
四
五
〇
一

ア
ー
ト
メ
デ
ィ
ア
木
精
会
主
宰

洋
画
家
森
　
本
　
幹
　
生

（
入
軽
井
沢
出
身
）

川
崎
市
中
麻
区
小
杉
陣
屋
町
一
－
六
－
八

T
E
L
　
（
〇
四
四
）
　
七
三
三
－
〇
二
六
七

新
お
茶
の
水
法
律
事
務
所

弁

彗

山

　

口

　

元

　

彦

（
横
沢
出
身
）

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
一
－
九
－
一

ニ
ュ
ー
お
茶
の
水
ビ
ル
七
〇
二
号

T
E
L
（
〇
三
）
三
二
五
五
－
七
九
六
一
・

株
式
会
社
東
部
財
務
情
報
セ
ン
タ
ー

堀
内
税
務
会
計
事
務
所

堀

　

内

　

茂

　

雄

（
中
横
道
出
身
）

〒
1
3
0
　
東
京
都
墨
田
区
業
平
四
－
九
－
三

T
E
L
（
〇
三
）
三
六
二
五
－
二
二
九
一

F
A
X
（
〇
三
）
三
六
二
一
－
〇
一
六
四

ヤ
マ
ト
商
事
株
式
会
社

代

表

取

締

役

柳

　

澤

　

義

　

視

（
萩
出
身
）
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日　本　ダ　ボ　ス　　第4号（平成3年12月発行）

私たちは、豊かな自然に恵まれた真田町の町民です。

私たちの真田町は、裏白氏発祥の郷であり、たくましい町民の不屈の精神に

よって大きく発展し続けている町です。

私たちは、責田町の町民であることに誇りと生きがいを持ち、よい町民とな

るために、町民憲章を心のよりところとします。

1自然を愛し環境を整え美しい卸をつくります。

1　生産に励み豊かなくらしのある町をつくります。

1　お互いに助け合い暖かい心がかよう町をつくります。

1　からだを鍛え心を豊かに健康な町をつくります。

1　教養を高め創意あふれる清新な町をつくります。

日本ダボス（平成3年12月10日発行）

発　　行　東京真田町の会　　会長　小　林　孝　雄

編集委員

印　　刷　㈲中沢活版所

三　井　芳　郎　　上　原　辰　夫

長　屋　京　子　　森　本　幹　生
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